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症例報告

腹腔鏡手術時にダグラス窩に腫瘤を認め，異所性 
成熟嚢胞性奇形腫と診断された 1例
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要旨 : 成熟嚢胞性奇形腫（Mature cystic teratoma : 以下MCT）が卵巣外に生じ
る頻度は 0.4%と極めて稀である．  

症例 : 40歳．両側MCT（右 30 mm，左 50 mm）として当科フォロー中．増大傾
向にあり手術方針とした．腹腔鏡下で左卵巣に 70 mm大の腫瘤を認めたが，右
卵巣は萎縮しており腫瘤を認めなかった．右卵管は水腫化し卵管采を欠いていた . 

ダグラス窩に 40 mm大の嚢胞性腫瘤を認めた．腹腔鏡下左付属器摘出術，ダグ
ラス窩腫瘤摘出術を施行した．病理組織診断はMCTであった．  

異所性MCTの起源は ① 異所性卵巣，② 卵巣MCTの auto-amputation後の生着，
③ 始原生殖細胞の異所性生着の 3つの可能性が述べられている．本例は腹腔内
所見から ② に該当すると考えられた．術前の認識は難しく，本症例のように術
中に初めて気づかれる場合が殆どである．本症例のように萎縮した側の対側に腫
瘍が生じている場合，術中の判断で付属器摘出術を付属器腫瘍摘出術に変更する
など柔軟な対応が必要である．
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緒　　　言

成熟嚢胞性奇形腫（Mature cystic teratoma : 以下
MCT）は卵巣腫瘍全体の約 20%を占め，臨床に於いて
遭遇頻度の高い疾患である1）．成熟嚢胞性奇形腫は卵巣

以外に大網，ダグラス窩，後腹膜など異所性に発生する
ことがあるが極めて稀である．
今回，両側卵巣MCTを疑い腹腔鏡下手術を施行し，
片側がダグラス窩に生着した異所性MCTであった 1例
を経験したため文献学的考察を加え報告する．

症　　　例

患者 : 40 歳，2 妊 2 産．身長 155 cm，体重 74 kg，

連絡先 : 橋本　亮平　大崎市民病院
〒 989-6183　大崎市古川穂波三丁目 8番 1号
E-mail : r.hashimoto.tohoku@gmail.com
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BMI 30.9．
既往歴 : 高血圧（内服加療中），尿管結石，中耳炎
手術歴，家族歴，生活歴特記事項なし．
現病歴 :

X年 Y月左下腹部痛を主訴に近医を受診し，左付属器
領域に 50 mm大の腫瘤を指摘され精査目的に当科紹介
受診．骨盤部造影MRIで左付属器領域 50 mm大，右付
属器領域に 30 mm大の嚢胞性腫瘤が指摘された．いず
れも T1強調画像，T2強調画像ともに高信号であり，
脂肪抑制画像で低信号を呈することから両側卵巣MCT

と考えられた．以後経過観察されていた．
X+1年 Z月，再度骨盤部造影 MRIを施行し，左 70 

mm，右 30 mmと左側腫瘤の増大傾向を認めた．内部の
信号は前回の撮影時と同等であった（図 1）．腫瘍マー
カーは CEA 0.9 ng/mL，CA19-9 20.0 U/mL，CA125 8.5 

U/mL，SCC 1.3 U/mLと正常範囲内であった．X+1年
Z+1月に腹腔鏡下左付属器摘出術，右卵巣腫瘍摘出術

を企画した．
腹腔鏡手術時所見
左卵巣は鶏卵大に腫大していた．左卵管・骨盤漏斗靱
帯に異常所見なし．右卵巣は萎縮様であり腫瘤を認めな
かった（図 2A）．右卵管は水腫化し，右卵管采は欠損し
ていた（図 2B）．右骨盤漏斗靱帯には異常所見なし．萎
縮した右付属器からダグラス窩に向かって索状構造を認
め（図 2C），その延長線上に 40 mm大の腫瘤が認めら
れた（図 2D）．腫瘤は子宮背側，S状結腸間膜と膜状に
癒着していた（図 2E）．
腹腔鏡下左付属器摘出術，ダグラス窩腫瘤摘出術を施
行した．手術時間 174分，出血量少量であった．術後経
過は良好であり術後 3日目に退院となった．
病理組織所見
左卵巣腫瘤は卵巣組織の内部に嚢胞を有し，毛包，脂
腺，脂肪組織，平滑筋で構成され，卵巣MCTと診断さ
れた．ダグラス窩腫瘤には骨組織と毛幹，変性した脂肪

図 1.　術前MRI :（A : T2強調画像，B : T1 強調画像，C : 脂肪抑制造影 T1強調画像）
 ① 左卵巣腫瘤　② ダグラス窩腫瘤　③ 右卵巣
 造影 T1強調画像では，② ③ は連続的に造影されている．
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組織が含まれていた．著明な石灰化を認め，陳旧化した
MCTと診断された．内部に卵巣組織は認めなかった（図
3）．

考　　　察

MCTは通常は成熟性腺から発生し，殆どは卵巣由来
である．卵巣外に見られる頻度は 0.4%と非常に稀であ
る2）．
成因については，① 異所性卵巣 （ectopic ovary）由来　 

② 卵巣成熟嚢胞性奇形腫の auto-amputation後の生着，
③ 異所性に生着した始原生殖細胞由来，の 3つの可能

性が述べられている．
①　 異所性卵巣（ectopic ovary）とは，文献により若

干定義が異なるものの，卵巣組織が卵巣固有靱帯・
子宮広間膜・骨盤漏斗靱帯との連続性を持たず確
認されるものとされている．Lachmanら（1991）
は異所性卵巣の成因を 1. 骨盤内手術後の移植 

（post-surgical implant），2. 腹腔内炎症後の移植 

（post-inflammatory implant），3. 胎生期の発生異
常 （true/embryologic）と分類した4）．現時点でも
明確な診断基準は確立されておらず，馬淵ら
（2008）は卵巣特異的な組織（卵胞）の確認を原

図 2.　術中所見
 ① 左卵巣腫瘍　② 萎縮した右卵巣　③ 水腫化し卵管采を欠く卵管　④ 右卵巣，右卵管からダグラス窩へ伸びる

索状構造　⑤ ダグラス窩腫瘤
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則としつつも肉眼的所見，臨床経過を考慮し総合
的な判断が望ましいと記述している11）．発生学的
異常による異所性卵巣に起因する場合には，併存
奇形として同側卵管や卵巣動静脈，尿路系に異常
を認める場合があるとされている5）．

②　 Auto-amputationは Thorntonら（1881）が提唱し
た概念である6）．卵巣成熟嚢胞性奇形腫の 16.1%

で捻転が生じると言われており，急性の場合腫瘍
は壊死してしまうが，緩徐に生じる場合には周辺
組織に癒着し，側副血行路を得て生着すると考え
られている25）． 

Auto-amputationの診断には周辺組織との癒着，正常

より小さい卵巣，腫瘍内の正常卵巣の確認が重要とされ
ている．加えて，Kakudaら（2015）は，卵管の異常（捻
転による断裂，卵管采欠如による盲端，水腫様変化）も
診断に有用であるとしている9）．
③　 胎生期において原始胚細胞は妊娠 4週の卵黄嚢内

に出現し，腸間膜を通じて胎生 6週に後腹膜の胚
上皮へ移行する．その後卵巣・精巣の性腺に分化
するが，この胚細胞が異所性に生着することがあ
り，これを発生母地として成熟嚢胞性奇形腫が生
じることがある．体軸正中が主要な好発部位とさ
れる7）．

本症例では ① 術中所見（右卵巣の萎縮，右卵管采の

図 3.　病理組織所見
 （A） マクロ : 脂肪成分，毛髪が認められた．
 （B） ミクロ（HE染色）: 毛幹（①），変性した脂肪（②），骨（③）を認めた．
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欠損，右付属器からダグラス窩への索状構造），② 病理
組織学的診断（卵胞なし）から右卵巣に生じた成熟嚢胞
性奇形腫が auto-amputationを来し，ダグラス窩に生着
したと考えられた．
腹腔内の異所性成熟嚢胞性奇形腫に関するKanneganti

ら（2021）のレビューによれば，発生部位は大網が最も
多く 55.7%（39例），次いでダグラス窩または仙骨子宮
靱帯が 22.6%（16例），その他は上腹部 14.3% （10例），
付属器領域 4.29%（3例），膀胱子宮靱帯または子宮漿
膜 2.86%（2例）であった．成因は auto-amputationが
38.7%（31例），始原生殖細胞の異所性生着が 17.5%（14

例），異所性卵巣由来が 10%（8例），不明が 21.2%（21例）
であった8）． 

ダグラス窩，仙骨子宮靱帯に生じた異所性成熟嚢胞性
奇形腫は，腹腔鏡手術の普及に伴い 2010年以降報告例
が増加しており，医学中央雑誌，Pubmedで調べうる限
りでは本症例の他に 49例を確認することが出来た．内
訳は異所性卵巣由来が 7例9）-16），auto-amputationが 24

例9）10）17）-29），異所性の生殖細胞由来が 9例9）10）25）30）-33），
不明が 9例9）34）であった．異所性卵巣由来とされたもの
の内訳は，post-surgical implantが 2例，true（embryoic）
が 5例であった．
片側の付属器欠損や萎縮は左 17例，右 12例（本症例
を含む）に認められた．
これらの症例報告において，異所性卵巣由来とされた

7例の内 5例で片側の卵巣欠損や萎縮を認め，「異所性
卵巣」由来の成熟嚢胞性奇形腫と「異所性」の成熟嚢胞
性奇形腫は少なからず混同されていると考えられる．
本症例は右卵巣の萎縮，右卵管の水腫様変化，右卵管
采の欠損を認め，ダグラス窩腫瘤はこれらと索状構造で
連続し，周辺組織との癒着を認めた．ダグラス窩腫瘤と
左卵巣腫瘤とは独立しており，右卵巣由来の可能性が強
く示唆された．病理組織診断において内部に卵巣組織は
認めなかったが，これまでに報告された auto-amputa-

tion 24症例の内，卵巣組織が検出された症例は 11例に
留まっていることも考慮し，総合的に検討すると，右卵

図 4.　A, B : 初診時MRI，C, D : フォローアップ時MRI（A, C : FLAIR，B, D : 脂肪抑制造影 T1 強調画像）
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巣に生じた MCTが auto-amputationを来し，ダグラス
窩に生着したという仮説が最も妥当と考えられる．
本症例において捻転，生着が生じた時期を推測するの

は不可能であるが，初診時と約 1年後のフォローアップ
時のMRIを比較すると，ダグラス窩腫瘤の位置，サイ
ズに有意な差は認められず，当科初診時以前に生じてい
たと考えるのが妥当である．
フォローアップ時のMRIではダグラス窩腫瘤に隣接
して右卵巣を認め，腫瘤と連続的に造影されていたこと
から右卵巣にMCTが生じていると想定したが，初診時
のMRIを後方視的に検討すると，右側の腫瘤は左側と
比較し子宮体部からの連続性に乏しく腫瘤とは別の部位
に萎縮した右卵巣様の構造が認められることから，異所
性である可能性を術前に認識することは可能であったと
考えられた（図 4）． 

また，術後の卵巣機能温存を考慮すると，本症例は術
中に左付属器摘出術から左卵巣腫瘍摘出術に変更するこ
とが望ましかったと考えられる．

結　　　語

ダグラス窩に成熟嚢胞性奇形腫を認めた 1例を経験し
た．
異所性成熟嚢胞性奇形腫の術前診断は難しく，手術時

に初めて認識される場合が殆どであるが，卵巣外にある
可能性もあると考えて入念な術前検討を行うことや，術
中に判明した場合にも，所見に応じて術式を変更すると
いった柔軟な対応の必要性を痛感した 1例であった．
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